
●日清食品カップ 第24回全国小学生陸上競技交流大会
８/29～30・国立競技場（東京都）

氏名 所属 競技種目

楠田優花子
くすだゆかこ

岩滝陸上クラブ
岩滝小6年

女子80mH

●第35回全日本中学校陸上競技選手権大会
８/18～21・東北電力ビッグスワンスタジアム（新潟県）

氏名 所属 競技種目

中村 有希
なかむらゆうき

橋立中1年

しまさきせいじ

伊達 愛美
だてまなみ

●第32回文部科学大臣杯全国高校囲碁選手権大会
7/28～30・日本棋院（東京都）

氏名 所属 競技種目

堀井 邦稔
ほりいくにとし

加悦谷高3年 個人戦

●全国高校総合体育大会 ウエイトリフティング競技
8/6～9・さいたま市記念総合体育館（埼玉県）

氏名 所属 競技種目

中西 研太
なかにしけんた

加悦谷高2年 69kg 級

吉田 雄三
よしだゆうぞう

加悦谷高2年 77kg 級

川戸 優作
かわとゆうさく

加悦谷高3年 56kg 級

向井 孝暢
むかいたかのぶ

加悦谷高3年 77kg 級

山添 直斉
やまぞえなおすみ

加悦谷高3年 77kg 級

坂本 文弥
さかもとふみや

加悦谷高3年 85kg 級

小林 克己
こばやしかつき

加悦谷高3年 94kg 級

●全国高校女子ウエイトリフティング大会
7/19～21・那覇市民体育館（沖縄県）

氏名 所属 競技種目

堀内 瞳
ほりうちひとみ

加悦谷高1年 53kg 級

足立明日香
あだちあすか

加悦谷高2年 58kg 級

宮川 夏綺
みやがわなつき

加悦谷高2年 58kg 級

おざきみやか
加悦谷高2年 63kg 級

おざきまいか
加悦谷高2年 75kg 級

沼田 佐紀
ぬまたさき

加悦谷高2年 ＋75kg 級

女子100mH

女子100ｍ・200ｍ江陽中3年

橋立中3年 男子100ｍ・200ｍ
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日
本
新
樹
立
の
表
彰
状
を
持
つ
須
川
好
教
さ
ん

世界ジュニア大会出場

西原加純さん
世界ジュニアで
５位入賞

本町滝出身の西
にし

原
はら

加
か

純
すみ

さん（佛教大２年）が、

７月８日にポーランド

のビドゴシチで開催さ

れた、第12回世界ジュ

ニア陸上選手権大会の女子5,000ｍ

に日本代表として出場し、16分33

秒28の成績で、日本人トップとな

る５位入賞を果たしました。

また、６月15日にインドネシアの

ジャカルタで開催された、第13回ア

ジアジュニア陸上競技選手権大会で

は、同種目で２位に入るなど（上写真

／佛教大学提供）、その活躍は日本

を飛び出し世界に広がっています。

小･中･高生 全国大会出場者

全国の舞台ではばたけ！
今夏、各種競技で全国大会に出場する小・中・高生を

一挙ご紹介（敬称略）。活躍を祈り、皆さんで声援を送

りましょう！気になる結果は次号でお知らせします。

日本新記録樹立

須川好教さん
60ｍで
日本新を樹立

７月20日に山城総合運動公園陸

上競技場（太陽が丘）で開催された、

第16回京都マスターズ陸上競技選

手権大会で、須
す

川
がわ

好
よし

教
のり

さん（四辻）

がM40クラス（男子40～44才以下）

の60ｍで７秒31の日本新記録を樹

立しました。

この日、100ｍと200ｍにも出場

し、ともに同クラスで1位となった

須川さん。200ｍでは大会記録を更

新（23秒00）し、「200ｍを走って、

体が動くことを確信した」と、この

日３本目のレースとなる60ｍにの

ぞみ、日本記録でゴールを駆け抜け

ました。

20才から本格的に陸上競技をは

じめ、驚くことに30代に入ってか

ら記録が伸びたといいます。「自分

にはまだ足りないものがあるはずと

考えて取り組んできた。一年一年や

ってきたらこの年までなっていまし

た（笑）」と、笑顔でその秘訣を話

してくれました。

次の目標は「９月の全日本マスタ

ーズで、３種目でチャンピオンにな

ること」という須川さん。全国の舞

台での快走に期待です。

よさの人が大活躍！
日本で
世界で

水・緑・空　笑顔かがやく　ふれあいのまち
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●今月の表紙

ひまわり畑の子どもたち（７月26日撮影）
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丹
後
海
陸
交
通
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

が
見
込
ま
れ
る
平
成
二
十
一
年
三
月

十
五
日
と
す
る
こ
と
も
承
認
し
、
い

よ
い
よ
地
域
バ
ス
が
動
き
出
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

加
悦
フ
ェ
ロ
ー
ラ
イ
ン
㈱
が

運
行
す
る
宮
津
・
加
悦
の
里
線
の

廃
止
計
画
を
承
認

自
家
用
車
の
普
及
や
少
子
化
に
よ

り
利
用
者
が
年
々
減
少
す
る
中
で
、

車
両
の
小
型
化
・
経
費
削
減
の
努
力

に
も
関
わ
ら
ず
利
用
者
の
減
少
を
止

め
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
加
悦
フ
ェ
ロ
ー
ラ
イ
ン
株
式
会

社
か
ら
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
五

日
（
予
定
）
を
も
っ
て
路
線
を
廃
止

す
る
計
画
書
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議

で
承
認
し
ま
し
た
。

与
謝
野
町
地
域
公
共
交
通

会
議
は
、
需
要
に
即
し

た
効
率
的
な
交
通
体
系

へ
と
既
存
路
線
バ
ス
を
再
構
築
し
、

利
用
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
使

い
や
す
い
乗
り
物
に
改
善
す
る
こ
と

と
、
交
通
不
便
地
区
へ
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
乗
合
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
う
こ
と
を
取
り
組
み
方
針
と

し
て
、
与
謝
野
町
の
新
た
な
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え

方
は
、
宮
津
市
か
ら
福
知
山
市
へ
向

け
て
町
内
を
縦
断
す
る
与
謝
線
と
福

知
山
線
を
幹
線
と
し
て
便
利
に
し
、

幹
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能
を
有
し
た

地
域
バ
ス
路
線
を
構
築
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
中
、
第
三
回
目
と
な

る
今
回
の
会
議
で
は
、
主
に
次
の
三

点
を
承
認
し
ま
し
た
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
に
バ
ス
停
新
設

加
悦
庁
舎
へ
バ
ス
停
移
設

承
認
し
た
丹
後
海
陸
交
通
バ
ス
の

十
月
一
日
再
編
（
案
）
に
よ
る
と
、

こ
れ
ま
で
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
ク

ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
に
停
留
所
が
新
設
さ

れ
、
加
悦
・
野
田
川
方
面
か
ら
直
接

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
に
行
け
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
岩
滝
体
育
館
、

男
山
交
差
点
の
北
側
、
西
側
に
停
留

所
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
加
悦
庁
舎
や
加
悦
保
健

セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
便
利
に
な
る
よ

う
に
、
加
悦
庁
舎
前
停
留
所
を
加
悦

庁
舎
敷
地
内
に
移
設
。
加
悦
地
域
公

民
館
付
近
へ
の
バ
ス
停
新
設
と
あ
わ

せ
て
、
加
悦
地
区
周
辺
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。
そ
の

他
、バ
ス
停
間
隔
の
長
い
四
ヵ
所
に
、

新
た
に
バ
ス
停
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

地
域
バ
ス
の
運
行
開
始
日
が

来
年
の
三
月
十
五
日
に

地
域
バ
ス
運
行
計
画
に
つ
い
て

は
、
交
通
不
便
地
区
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
も
と
に
し
た
運
行
ル
ー
ト

（
素
案
）
が
提
示
さ
れ
、
近
く
設
置

予
定
の
与
謝
野
町
地
域
バ
ス
運
営
協

議
会
（
仮
称
）
に
お
い
て
、
こ
の
運

行
ル
ー
ト
（
素
案
）
を
も
と
に
、
停

留
所
・
運
行
ダ
イ
ヤ
・
運
賃
等
の
具

体
的
な
内
容
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

を
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、運
行
開
始
予
定
日
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
、北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
、

バス停が新設されるクアハウス岩滝

便
利
な
公
共
交
通
を
目
指
し

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
、加
悦
庁
舎
へ
の
乗
り
入
れ
を
実
現

分
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
公
共
交
通
の
構
築
を
目
指
す
、
与
謝
野
町
地
域
公
共
交
通
会
議

（
会
長
／
太
田
貴
美
町
長
）で
は
、
七
月
十
四
日
、
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー
で
第
三
回
の
会
議
を
開
催
し
、

町
内
を
走
る
丹
後
海
陸
交
通
バ
ス
の
十
月
一
日
再
編
（
案
）
な
ど
を
承
認
し
ま
し
た
。

バス停が移設される加悦庁舎

10
月
１
日
か
ら

丹海
バス

特集◎バス路線改編

M
A
P

平
成
二
十
年
十
月
改
編
後
の

与
謝
野
町
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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●がんばってます消防団●がんばってます消防団

﹇
第
二
回
与
謝
野
町
消
防
団
消
防
操
法
大
会
﹈

各
分
団
が
真
っ
向
勝
負
。

第
二
回
与
謝
野
町
消
防
団
消
防
操
法
大
会
が
六
月
二
十
二
日
、
野
田
川

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
上
位
大
会
ヘ
の
出
場
を
賭

け
た
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

京
都
府
消
防
操
法
大
会
と
京
都

府
消
防
協
会
宮
津
与
謝
支
部

消
防
操
法
大
会
へ
の
キ
ッ
プ
を
賭
け

た
消
防
団
員
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」
に
は
、

加
悦
方
面
隊
か
ら
三
チ
ー
ム
、

野
田
川
方
面
隊
か
ら
五
チ
ー
ム
、
岩

滝
方
面
隊
か
ら
一
チ
ー
ム
が
出
場
。

「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
に
は
、

加
悦
方
面
隊
か
ら
四
チ
ー
ム
（
加
悦

第
一
分
団
か
ら
二
チ
ー
ム
出
場
）、野

田
川
方
面
隊
か
ら
五
チ
ー
ム
、
岩
滝

方
面
隊
か
ら
一
チ
ー
ム
の
計
十
九
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
前
回
大
会
の
水
出

し
操
法
か
ら
、
水
を
出
さ
な

い
空
操
法
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
出

場
す
る
各
チ
ー
ム
が
所
有
す
る
消
防

機
材
の
能
力
の
差
を
考
慮
し
、
動
力

ポ
ン
プ
の
新
旧
の
差
な
ど
か
ら
生
じ

る
格
差
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

操
法
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
ホ
ー
ス
延
長
や
規
律
な

ど
の
消
防
動
作
の
最
も
基
本
的
な
技

術
と
的
確
性
が
試
さ
れ
る
、
ま
さ
に

真
っ
向
勝
負
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

激
戦
を
制
し
、
優
勝
の
栄
冠
を

勝
ち
取
っ
た
の
は
、
「
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
」
が
野
田
川
第
二
分

団
、
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
が

加
悦
第
三
分
団
。
こ
の
二
チ
ー
ム
が

上
位
大
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
ま

し
た
。各

チ
ー
ム
で
は
、
五
月
の
上
旬

か
ら
訓
練
が
開
始
さ
れ
、
週

に
三
回
か
ら
五
回
の
過
酷
な
訓
練
が

行
わ
れ
る
と
い
う
状
況
の
中
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
優
勝
し
た
加
悦

第
三
分
団
で
は
、
操
法
大
会
直
前
に

指
揮
者
が
負
傷
し
、
控
え
の
団
員
に

急
き
ょ
変
更
さ
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
っ
た
も
の
の
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
で
見
事
困
難
を
乗
り
切
り
優
勝

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

宮
津
与
謝
支
部

消
防
操
法
大
会
結
果

第
十
三
回
京
都
府
消
防
協
会

宮
津
与
謝
支
部
消
防
操
法
大
会

が
七
月
十
三
日
、
野
田
川
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
「
ポ
ン
プ
車
操
法

の
部
」
の
優
勝
は
宮
津
市
、
準

優
勝
は
与
謝
野
町
（
野
田
川
第

二
分
団
）。
ま
た
、「
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
」
の
優
勝
は
与
謝

野
町
（
加
悦
第
三
分
団
）
、
準

優
勝
が
伊
根
町
で
し
た
。

野
田
川
第
２
分
団

加
悦
第
３
分
団

第2回与謝野町消防団消防操法大会結果

優　勝 野田川第２分団

準優勝 岩滝方面隊

第３位 加悦第３分団

第４位 野田川第４分団

第５位 野田川第５分団

優　勝 加悦第３分団

準優勝 岩滝方面隊

第３位 加悦第２分団

第４位 加悦第１分団Ａチーム

第５位 野田川第５分団

指揮者 野田川第２分団 山
やま

本
もと

桂
けい

司
じ

１番員 野田川第４分団 三
み

谷
たに

浩
こう

蔵
ぞう

２番員 岩滝方面隊 廣
ひろ

野
の

悦
えつ

朗
お

３番員 加悦第３分団 西
さい

馬
ば

良
よし

樹
き

４番員 野田川第３分団 安
やす

田
だ

光
ひろ

樹
き

４番員 岩滝方面隊 高
たか

岡
おか

克
かつ

嘉
よし

指揮者 岩滝方面隊 柴
しば

山
やま

隆
たか

明
あき

１番員 加悦第１分団Ａ 松
まつ

本
もと

朋
とも

２番員 加悦第２分団 井
い

■
ざき

崇
たかし

３番員 加悦第２分団 今
いま

田
だ

英
ひで

規
き

○小型ポンプ操法の部 最優秀要員賞（敬称略）

○ポンプ車操法の部 最優秀要員賞（敬称略）

○小型ポンプ操法の部

○ポンプ車操法の部

「小型ポンプ操法の部」で安
定した操法を展開し優勝した
加悦第３分団

「ポンプ車操法の部」で迫力
のある操法を披露し優勝した
野田川第２分団

右から、野田川第４分団／
野田川第５分団／岩滝方面
隊／加悦第１分団／加悦第
２分団／野田川第１分団／
野田川第３分団
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だ
ん
だ
ん
腰
は
曲
が
っ
て

く
る
し
、
歩
け
な
い
よ

う
に
な
る
し
、
何
と
か

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

役
場
か
ら
介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い

た
め
の
お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
へ
の
参

加
案
内
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

い
い
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
、
今
の
状
態

よ
り
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
今

年
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

知
ら
な
い
人
同
士
が
心
安
く
な
っ

て
、
毎
週
一
回
み
ん
な
で
わ
い
わ
い

と
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
。
大
き

な
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
腕
や
ひ
じ
を
伸

ば
し
た
り
、
機
敏
性
を
高
め
る
も
ぐ

ら
た
た
き
を
し
た
り
、
ま
っ
す
ぐ
歩

く
練
習
を
す
る
な
ど
、
普
段
使
っ
て

い
な
い
筋
肉
を
無
理
な
く
引
き
伸
ば

す
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
に
参
加
し
て

か
ら
、
寝
る
前
に
十
五
分
ぐ
ら
い
、

教
え
て
も
ら
っ
た
運
動
や
ス
ト
レ
ッ

チ
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
誘
眠
剤
が

ほ
と
ん
ど
必
要
な
く
な
り
、
効
果
が

現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
日
夕
方
に
な
る
と
、
一

時
間
く
ら
い
畑
に
出
て
、
大
地
か
ら

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
気
持
ち

の
い
い
汗
を
か
く
と
体
が
萎
え
て
き

ま
せ
ん
。
た
ま
に
友
人
が
来
て
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
し
て
く
れ
る
の
で
す
が
、

「
体
が
若
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
が
終
わ
っ
て

も
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
続
け
て
、

家
族
の
一
員
と
し
て
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
し
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
し
ゃ

ん
と
立
っ
て
歩
け
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。

夢
か
ご
弁
当
で
働
き
は
じ

め
て
二
年
に
な
り
ま
す
。

掃
除
や
整
理
整
頓
が
得

意
な
の
で
、
主
に
配
膳
前
の
準
備
や

後
片
付
け
な
ど
弁
当
作
り
の
裏
方
の

仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
去
年
手

術
を
し
て
少
し
休
ん
だ
の
で
す
が
、

私
が
休
ん
だ
ら
う
ま
く
仕
事
が
回
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
（
笑
）。

弁
当
は
多
い
と
き
で
二
百
食
を
作

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
後

片
付
け
が
大
変
で
、
そ
の
と
き
は
朝

八
時
か
ら
夕
方
五
時
頃
ま
で
か
か
り

ま
し
た
。
で
も
、
弁
当
の
注
文
が
た

く
さ
ん
入
っ
て
き
た
と
き
は
う
れ
し

い
で
す
し
、
弁
当
の
回
収
に
行
っ
た

と
き
お
客
さ
ん
か
ら
「
お
い
し
か
っ

た
よ
」
と
い
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
も

あ
り
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

七
人
の
な
か
ま
と
一
緒
に
仕
事
が

で
き
て
う
れ
し
い
の
で
、
今
後
も
力

を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

以
前
は
一
人
暮
ら
し
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
他
の

な
か
ま
と
の
生
活
の
方

が
楽
し
い
と
思
い
、
今
年
の
五
月
か

ら
桜
谷
な
か
ま
の
家
「
ほ
っ
と
ホ
ー

ム
」
で
生
活
を
始
め
、
こ
こ
か
ら
町

内
の
縫
製
会
社
に
通
勤
し
て
い
ま
す
。

去
年
の
十
月
か
ら
始
め
た
縫
製
の

仕
事
で
は
、
ス
ー
ツ
の
袖
の
芯
は
り

を
や
っ
て
い
ま
す
。
数
を
こ
な
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
難

し
く
て
た
い
へ
ん
で
す
が
、
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

一
人
の
時
と
は
生
活
の
リ
ズ
ム
が

違
う
の
で
、
少
し
不
安
を
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
毎
日
お
い

し
い
ご
飯
を
み
ん
な
で
食
べ
た
り
、

仕
事
か
ら
戻
っ
て
き
て「
お
か
え
り
」

と
言
っ
て
く
れ
る
と
、
ほ
っ
と
し
た

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
地
域

の
行
事
に
も
参
加
し
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
に
脳
梗
塞
で

倒
れ
、
十
七
年
と
十
八

年
の
二
年
間
は
、
入
院

や
リ
ハ
ビ
リ
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

以
前
働
い
て
い
た
バ
ス
会
社
で
先

輩
か
ら
教
え
ら
れ
た
「
お
互
い
が
約

束
し
て
守
っ
た
こ
と
は
成
功
さ
せ
な

い
と
い
か
ん
」
と
い
う
思
い
で
、
平

成
十
四
年
か
ら
十
六
年
ま
で
男
山
区

長
と
し
て
地
域
の
様
々
な
問
題
解
決

に
取
り
組
み
、
ま
だ
懸
案
事
項
が
あ

る
中
で
、「
次
の
年
も
」
と
思
っ
て
い

た
矢
先
の
出
来
事
で
し
た
。
ま
だ
や

り
残
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
思
い

が
強
か
っ
た
の
で
、
昨
年
区
長
に
復

帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

現
在
も
リ
ハ
ビ
リ
施
設
に
通
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と

は
、
ま
ず
自
分
が
や
る
気
を
起
こ
さ

な
い
と
何
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
雨
の
日
以
外
は
、
公
民
館
や

役
場
に
用
が
あ
る
と
き
は
必
ず
歩
い

て
行
き
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
元
気
の
秘
訣

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
出
会
っ
た

人
と
話
を
し
交
流
す
る
こ
と
、
こ
れ

が
一
番
の
薬
で
す
。

男
山
区
で
は
、
四
月
か
ら
公
民
館

講
座
を
月
に
一
回
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
先
日
「
後
期
高
齢
者
制
度
の
説

明
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
各
種
保
険

制
度
の
情
報
公
開
が
も
っ
と
必
要
と

感
じ
て
開
催
し
た
こ
の
講
座
に
は
、

二
十
人
を
超
え
る
人
が
参
加
し
、
い

ろ
ん
な
質
問
が
出
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
平
成
十
六
年
の
台
風
二

十
三
号
の
教
訓
を
生
か
し
、
地
域
の

高
齢
者
や
障
害
者
の
連
絡
体
制
を
つ

く
る
組
織
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

何
で
う
ち
の
子
が
」
と
悩

み
、
泣
い
て
い
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
に
子
ど
も
が
通
う

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
同
じ
思
い

や
悩
み
を
話
せ
る
親
同
士
の
つ
な
が

り
が
で
き
、
わ
た
し
た
ち
親
が
元
気

に
な
り
成
長
で
き
ま
し
た
。
親
が
元

気
に
な
る
こ
と
が
子
ど
も
の
成
長
に

と
っ
て
大
切
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
就
学
前（
〇
〜
六
才
）

と
学
童
期
（
小
学
生
）
の
子
ど
も
に

合
わ
せ
て
、
五
人
程
度
の
小
さ
な
集

団
で
、
指
導
員
の
先
生
が
一
対
一
で

向
き
合
っ
て
く
れ
ま
す
。
本
格
的
な

山
登
り
な
ど
、
親
が
さ
せ
て
や
れ
な

い
体
を
使
っ
た
活
動
を
さ
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
が
魅
力
で
、
子
ど
も
の
力

を
育
く
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
の

姿
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
場
で
は
活
動

に
入
れ
ま
す
が
、
町
や
地
域
の
行
事

な
ど
に
子
ど
も
を
連
れ
て
い
く
と
、

集
団
の
中
で
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
行

政
や
福
祉
関
係
の
方
々
に
は
、
い
ろ

ん
な
ハ
ン
デ
ィ
や
課
題
を
持
っ
て
い

る
子
が
い
る
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
、子
ど
も
た
ち
や
親
が
安
心
し

て
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
手
助

け
を
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
・
高
生
時
期
の
子
ど
も

た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を
考
え
て
ほ

し
い
で
す
。
現
在
町
内
に
は
、
中
・

高
生
時
期
の
療
育
を
し
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
な
く
、
長
期
の
休
み
に
入
る

と
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
が
家
庭
以

外
に
な
く
な
り
ま
す
。
中
学
生
以
上

の
子
ど
も
だ
っ
て
手
助
け
が
必
要
で

す
し
、
ど
の
年
代
に
な
っ
て
も
悩
み

が
で
て
き
ま
す
。「
次
は
誰
に
い
ろ
ん

な
こ
と
を
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
」

と
不
安
に
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
こ
の
良
さ
は
、
親
と
指
導
員
と

の
距
離
が
近
い
の
で
、
な
ん
で
も
相

談
し
や
す
い
で
す
し
、
い
つ
も
戸
が

開
か
れ
て
い
て
立
ち
寄
り
や
す
い
環

境
で
す
。
子
ど
も
も
年
々
成
長
し
て

い
る
と
感
じ
ま
す
し
、
わ
ん
ぱ
く
ク

ラ
ブ
に
行
く
こ
と
を
す
ご
く
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
わ
た
し
た

ち
の
「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
で
す
。

背筋を伸ばして
歩けるようになりたい

稲垣志穂さん

人と交流すること
が一番の薬

矢野 均さん

いろんな子がいることを
もっと知ってほしい

わんぱくクラブに通う
子どものお母さん

なかまとともに

茂籠ひで子さん

ほっとします

稲積喜代美さん

あたらしい
福祉のカタチ

自助

前回、前々回の「公助」「共助」では

福祉を取り巻く環境について取り上げましたが、

今回は、自分たちでできることは自分たちで、という

「自助」をテーマにお届けするとともに、

福祉施設利用者やその家族の声も聞きながら

「あたらしい福祉のカタチ」について考えてみたいと思います。

●次回は…

これまで様々な角度から取り上げてきた「あたらしい福祉のカタチ」。

連載最終回となる次回のテーマは「商助」。福祉事業所の皆さんに登場いただき

「あたらしい福祉のカタチ」を語っていただきます。

（最終回は『広報よさの10月号』で掲載する予定です） 連載
Vol.3

い
な
が
き
し
ほ

昭
和
八
年
生
ま
れ
。
幾
地

在
住
。
今
年
か
ら
高
齢
者
の
た
め
の
運
動
教

室
「
お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
」
に
参
加
中

い
な
づ
み
き
よ
み

昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
。

五
月
か
ら
「
桜
谷
な
か
ま
の
家
」
（
字
四
辻
）

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
を
始
め
る

も
ろ
ひ
で
こ

昭
和
三
十
一
年
生
ま
れ
。
石

川
在
住
。
「
桜
谷
な
か
ま
の
家
」
（
字
四
辻
）

の
就
労
継
続
支
援
施
設
で
弁
当
作
り
に
励
む

や
の
ひ
と
し

昭
和
十
四
年
生
ま
れ
。
男
山
在

住
。
旧
岩
滝
町
議
、
旧
岩
滝
町
社
会
福
祉
協
議

会
副
会
長
を
歴
任
。
十
九
年
か
ら
男
山
区
長

わんぱくクラブ ＮＰＯ法人野田川良い町づくりの

会が運営する児童デイサービス療育教室（字石川）。

「発達に不安のある子どもや親が安心して通える療

育の場を」との親の願いを受け、平成15年に開設

連載
あたらしい
福祉のカタチ
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まちの　　　 お届けします話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題

●金屋あじさいまつり

あじさいには雨が似合う
金屋あじさいまつりが６月29日、

上司谷公園で開催されました。

この公園は、昭和63年の豪雨災

害による砂防治山事業にあわせ、旧

加悦町で親水公園事業を組み合わせ

て整備された公園で、公園内には

10種類、約3,000本のあじさいが植

栽されています。

この日はあいにくの空模様でした

が、訪れた人たちは、雨に濡れた美

しいあじさいを鑑賞したり、琴姫会

の大正琴の演奏、歌謡ショー、ビン

ゴゲームなどを楽しみました。

●加悦谷高校生徒会活動

がんばってます！
加悦谷高生

加悦谷高校生徒会が中心となり、地域のため、被災した人たちのために活

動を行っています。6月25日には、同校生徒45人が、野田川駅舎や構内、駐

車場周辺の清掃ボランティアを行いました。「加悦谷高校の生徒が良く利用

する駅舎でもあり、以前から駅周辺の環境が気になっていた。今回この駅舎

を清掃することにより、利用者の意識を高めたいとの思いで生徒会から呼び

かけを行った」と、生徒会長の西
にし

村
むら

陽
はる

貴
たか

君。生徒会役員をはじめ、ボランテ

ィア委員、運動部などの生徒が清掃作業に汗を流しました。

また、６月24日・25日には、サイクロン

被害にあったミャンマーへの募金を登校中

の生徒に呼びかけ、集まった36,567円を与

謝野町から日本赤十字社を通じて現地へ届

けてもらおうと、７月８日に町長のもとへ

持参しました。

●与謝野自慢

堀川商店街で与謝野町をPR
与謝野町の観光ＰＲと匠の逸品

（与謝野町優良産品）展「与謝野自

慢～七夕に会いましょう！～」が７

月５日・６日の両日、京都市の堀川

商店街内の特設会場で行われ、与謝

野町が誇る、40種類の優良産品が

所狭しと陳列されました。

町職員をはじめ、議員や事業所等

の協力を得て、事前にダイレクトメ

ールで案内したほか、堀川商店街の

協力もあり、２日間で600人を超え

る来場者があり、故郷を懐かしむ人

たちなどの声でにぎわいました。

●与謝野町歴史シンポジウム

与謝野町の歴史をひもとく
「与謝野、その歴史に日本の起源

を探る －海の道、鉄の道、絹の道－」

と題した与謝野町歴史シンポジウム

が７月13日、野田川わーくぱるで開

催されました。

第１部では、「加悦町史」を執筆し

た、国立歴史民族博物館の広
ひろ

瀬
せ

和
かず

雄
お

教授をはじめとする６人の研究者が

各時代について講演。第２部のシン

ポジウムでは、６人の講師が日本の

発展の歴史上、当地がどれほどの重

要性をもっていたのかを最新の歴史

研究の成果をもとに討論しました。

●社会を明るくする運動

明るい社会をみんなで築こう
社会を明るくする運動は、毎年７

月を強調月間として、犯罪や非行の

防止と、罪を犯した人たちの更正に

ついて理解を深め、犯罪や非行のな

い明るい社会を築こうとする全国的

な運動で、今年で58回を数えます。

与謝野町では、７月１日の運動初

日に合わせ、役場各庁舎前で法務大

臣からのメッセージを伝達するセレ

モニーや、各地域で街頭啓発活動が

行われ、地域ぐるみで青少年の健全

育成と人間性豊かな地域づくりへの

協力を呼びかけました。

右／野田川駅駐車場の
清掃をする女子生徒

下／生徒会で集めた募
金を町長のもとへ持参

琴
姫
会
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏

野
田
川
庁
舎
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
様
子

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う
特
設
会
場

六
人
の
研
究
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
と

カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
事
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
は
、
骨
に
関
わ

る
だ
け
に
毎
食
の
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は

吸
収
さ
れ
に
く
く
、
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
結
果
で
の
日
本
人
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
平

均
摂
取
量
は
、
長
年
必
要
な
量
に
達
し
て

い
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多

い
食
品
を
一
度
に
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
吸

収
で
き
る
カ
ル
シ
ウ
ム
量
は
限
ら
れ
る
の

で
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
毎
日
の
食
事
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く

含
む
食
品
を
う
ま
く
組
み
入
れ
て
、
一
日

六
百
㍉
㌘
以
上
摂
取
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
骨
に
必
要
な
栄
養
素
は
カ
ル
シ

ウ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
食

品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
以
外
の
ビ
タ
ミ
ン
や

ミ
ネ
ラ
ル
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
、
結

果
的
に
骨
を
つ
く
る
働
き
を
助
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
様
々

な
食
品
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◎
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

腸
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
を
無
駄
な

く
吸
収
し
、
骨
量
の
減
少
を
防

ぎ
ま
す
。

【
多
く
含
む
食
品
】

魚
介
類
、
卵
類
、
き
の
こ
類
等

◎
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ

骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
出

す
の
を
防
い
で
骨
の
形
成
を
助
け
ま

す
。

【
多
く
含
む
食
品
】

納
豆
、
緑
黄
色
野
菜
、
海
藻
類
等

◎
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

骨
量
を
増
加
さ
せ
た
り
、
骨
折
予
防
に

も
有
効
で
す
。

【
多
く
含
む
食
品
】

ア
ー
モ
ン
ド
や
ご
ま
等
の
種
実
類
、
魚

介
類
、
海
藻
類
、
野
菜
類
、
豆
類
等

適
度
な
運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

運
動
を
す
る
習
慣
が
な
い
と
、
骨
は
次

第
に
弱
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
骨
を
強
く

す
る
た
め
の
運
動
は
、
散
歩
や
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
な
ど
の
趣
味
、
日
常
の
家
事
の
範
囲

で
十
分
で
す
。
運
動
を
す
る
と
、
筋
力
や

バ
ラ
ン
ス
も
養
わ
れ
、
転
倒
し
に
く
く
な

り
、
骨
折
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

日
光
浴
を
し
ま
し
ょ
う

日
光
に
あ
た
る
こ
と
で
、
体
内
で
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
が
増
え
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を

助
け
ま
す
。
直
接
日
に
当
た
ら
な
く
て
も

効
果
は
あ
り
ま
す
の
で
、
夏
な
ら
木
陰
で

三
十
分
程
度
、
冬
な
ら
一
時
間
程
度
を
目

安
に
、
日
光
浴
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

骨粗しょう症
予防レシピ

ヴィシソワーズ
エネルギー：208kcal 塩分：1.5g カルシウム：146㎎（１人分）

骨
の
組
織
が
粗
く
な
っ
て
、
鬆す

が
入
っ
た
よ
う
に
ス
カ
ス
カ
に
な
る
状
態
を
い

う
骨
粗
し
ょ
う
症
。
更
年
期
を
迎
え
た
女
性
や
高
齢
期
の
人
、
食
生
活
習
慣

に
問
題
の
あ
る
人
、
や
せ
て
い
て
骨
細
の
人
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
最
近
は
若
い

女
性
に
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
早
い
う
ち
か
ら
の
生
活
習
慣
の
見
直
し

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
毎
日
の
生
活
で
骨
粗
し
ょ
う
症
は
予
防
で
き
ま
す
。
今
月

号
で
は
、
そ
の
予
防
方
法
や
予
防
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

健やか広場　ss 骨粗しょう症を予防しましょう

[材料（4人分）]

じゃが芋･･･････････････440g

玉葱･･･････････････････100g

バター･･････････････････16g

固形ブイヨン････････････1個

湯･･････････････････1カップ

牛乳･･････････2と2/5カップ

塩････････････････小さじ2/3

こしょう････････････････少量

アサツキ････････････････少々

[作り方]

① じゃが芋は皮をむき、薄切りにして、水にさら

してからよく水をきる。

② 玉葱は薄切りにする。

③ バターで②を炒め、①も加えてさっと炒める。

④ 固形ブイヨン、湯を加えてふたをし、弱火で約

15分煮る。

⑤ ④と牛乳をミキサーでかき混ぜ、塩とこしょう

をふって冷やす。

⑥ 器に注ぎ、アサツキの小口切りを散らす。

●カルシウムを多く含む代表的な食品 

食品名（１回量） カルシウム量 

牛 乳 （200cc） 

プロセスチ ー ズ （20g） 

プレ ー ンヨー グ ル ト （100g） 

木綿豆 腐 （75g） 

小松 菜 （80g） 

チ ンゲン 菜 （80g） 

切干大 根 （10g） 

ひじき＜乾燥 ＞ （5g） 

220mg 

126mg 

120mg 

90mg 

136mg 

80mg 

54mg 

70mg 
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Cultural Reflections［ 最終回 ］ 国際交流員 ハリーチュです

時の贈り物 ［第28回 ◎ 蕪村の母 谷口げんの墓］ まちの文化財

なさん、今月で私の記事は最終回とな

ります。この２年間、与謝野町に住み

国際交流員を勤めましたが、町民のみなさんには大変お

世話になり、本当にありがとうございました。

当初、与謝野町に着いたころ、仕事とか、初

めての人との関係づくりなどに対してい

ろいろな不安を持っていましたが、時

間とともに、みなさんの優しさのお

陰でこの地の生活にすぐに慣れるこ

とができました。

与謝野町にいる間に私がよく聞

かれていたのは「田舎は都会に比

べたら不便だし、何もないし、人

との出会いも少ないし、寂しくないか」と

いう質問でした。確かに、都会よりなんでも

少ないですが、寂しいというほどのことはあ

りませんでした。なぜなら、野田川太鼓をは

じめ、岩滝バドミントン協会、野田川太極拳

協会、英会話講座などのいろいろな活動を

させてもらっていたからです。これらを通

して、与謝野町の人情を感じ、寂しいより、

楽しい思い出をいっぱい作らせていただき

ました。

もちろん、楽しい経験といっしょに、つらく

感じた経験もありましたが、今振り返ってみると、この２

年間の経験はとても新鮮でした。たとえば、初めは全

く知らなかった人が毎日あいさつしていると、ど

んどん親しみが出てくるようになりました。それ

から、鍵を閉めなくてもいいほどの信頼感のある

生活様式も体験しました。これらの経験を通して、

日本の都会では体験できないだろうコミュニ

ティーの気持ちを強く感じました。これら

のことは、みなさんのお陰であり、感謝

の気持ちでいっぱいです。

私は今後、都会で勤め仕事をすること

になりますので、いろいろと生活様式も

変わっていくと思います。都会の生活リ

ズムを今から考えると、絶対に与謝野町

の生活が懐かしくなり、与謝野町の生活

に憧れを感じるようになるだろうと思い

ます。いろいろな思い出を作っていただ

き、本当にありがとうございました。

最後に、次の国際交流員も気持ちよく

迎えてやってください。

Harry's column

最後の出会い

謝
蕪
村
が
丹
後
で
作
っ
た
有

名
な
俳
句
「
夏
河
を
越
す
う

れ
し
さ
よ
手
に
草
履
」
は
、
蕪
村
自

身
の
母
親
へ
の
憧
憬
の
念
が
込
め
ら

れ
て
い
る
、
と
し
ば
し
ば
解
釈
さ
れ

ま
す
。

自
ら
の
出
自
を
生
涯
明
ら
か
に
し

な
か
っ
た
蕪
村
。

そ
の
母
が
与
謝
村
の
人
で
あ
る
可

能
性
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
俳
人
の

河
東
碧
梧
桐

か
わ
ひ
が
し
へ
き
ご
と
う

が
『
画
人
蕪
村
』（
大
正

十
五
年
）
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
母
親
の
名
に
つ
い
て
は
不
明
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
伝
承
で

は
、い
つ
の
頃
か
ら
か
「
谷
口
げ
ん
」

と
い
う
名
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

彼
女
は
蕪
村
が
十
三
歳
の
と
き
、
わ

ず
か
三
十
二
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
谷
口
げ
ん
が
眠
る
と
言

わ
れ
る
お
墓
が
、
与
謝
に
現
在

も
残
っ
て
い
ま
す
。
す
っ
か
り

摩
滅
し
て
し
ま
っ
た
墓
碑
銘
に

は
「
月
堂
妙
覚
禅
定
尼
」
と
刻

ま
れ
て
お
り
、
日
差
し
の
加
減

に
よ
っ
て
は
現
在
も
時
折
そ
の

文
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
古
く
か
ら
多
く
の

俳
人
や
蕪
村
研
究
家
た
ち
が
全

国
各
地
か
ら
墓
参
り
に
訪
れ
、

今
日
に
至
る
ま
で
大
切
に
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
昭
和
三
十
三
年
冬
に
こ

の
墓
を
訪
れ
た
俳
人
・
高た

か

野の

素
十

す
じ
ゅ
う

は

次
の
よ
う
な
俳
句
を
残
し
ま
し
た
。

柿
の
村
蕪
村
の
母
の
墓
あ
り
と

素
十

ま
た
、
墓
所
を
管
理
さ
れ
て
い
る

谷
口
家
に
残
る
膨
大
な
芳
名
録
に
は
、

水み
ず

上か
み

勉
つ
と
む

を
は
じ
め
著
名
な
文
学
者

の
名
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
年
あ
ま
り
の
丹
後
滞
在
を
終
え
、

京
都
に
戻
っ
た
後
の
宝
暦
十
年
（
一

七
六
〇
）
頃
か
ら
、
蕪
村
は
そ
れ
ま

で
の
「
谷
口
」
姓
か
ら
、「
与
謝
」
姓

を
用
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

母
親
の
面
影
残
る
こ
の
地
に
、
蕪

村
は
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

与

み

谷口げんの墓（字与謝）

中央公民館会場

知遊館会場

図書館へ行こう！ http://www2.town.yosano.lg.jp/

【一般書】●『手紙読本』江国滋（選）日本ペンクラブ

（編）／ランダムハウス講談社　●『ルポ「正社員」の若者た

ち』小林美希／岩波書店　●『いちばんわかりやすい！飾り巻

きずしの作り方』河澄健／主婦の友社　●『地の日天の海

上・下』内田康夫／角川書店　●『決壊　上・下』平野啓一

郎／新潮社　●『時が滲む朝』楊逸／文藝春秋

【児童書】●『麦わらの絵本』かねこてるひこ（編）農産漁村

文化協会　●『環境問題を考える自由研究ガイド』エコ実験研

究会／東京書籍　●『汽笛』長崎源之助（作）石倉欣二

（絵）／ポプラ社　●『ゲゲゲの鬼太郎と妖怪ガマ先生』水木

しげる／メディアファクトリー　●『復讐プランナー』あさの

あつこ／河出書房新社

今月のオススメ本 今月は、わたしたちの生活を見つめ直すきっかけとなる２冊

を紹介します。この夏、暮らしを見つめ直してみませんか。

クルマのない生活
フライブルクより愛をこめて

今泉みね子／白水社

クルマどころか自転車にも乗れな

いという著者。でも「歩く」という

のはすべての人に与えられた最小限

の移動手段であり、最優先されるべ

きではないのか。バスや電車などの

公共交通機関が縮小されてしまうこ

とへの憤りを綴った表題作をはじ

め、自然との関わりや環境対策にまつわるさまざまなテーマ

を自身の生活・体験を通して、軽やかな語り口で書かれてい

ます。

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 1 46-2451 加悦分室 1 43-0376 野田川分室 1 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）毎週火曜（野田川分室）毎月最終木曜（共通）

一般書

新着図書

もったいないばあさんと
考えよう世界のこと

真珠まりこ／講談社

気候変動、災害、食料と水の不

足、戦争や貧困などの世界の現状

と、子どもたちを取りまく様々な

問題が、私たちの暮らしとどのよ

うにつながっているのか。もった

いないばあさんのメッセージとと

もに、世界各地に住む９歳の子ど

も10人を登場させることによって、子どもにわかりやす

く伝えています。この本を通して家族で話をするのもいい

のではないでしょうか。

児童書

たんざくに願いを込めて…

七夕おはなし会を開催
７月５日に知遊館と中央公民館

で、七夕おはなし会を行い、知遊

館では63人（子ども46人）、中央

公民館では53人（子ども35人）

の参加がありました。

それぞれ、「おはなし倶楽部よ

むよむ」と「マザーグースの会」

の皆さんにお話をしてもらった

後、折り紙で織り姫・彦星の笹飾

りを作り、願いを込めて短冊を笹

に飾りました。

夏休みの宿題の進み具合はいかがですか？
夏休みももう半分がすぎます。児童・生徒の皆さん、夏休みの宿題はもうできまし

たか。図書館では、自由研究や工作などに役立つ本を揃えています。

人気のある本については、利用が集中してすぐに借りられないこともありますので、

できるだけ早く図書館へ来てくださいね。 昨年の様子

おはなし会のお知らせ

●本館

９月６日（土）

①午前10時30分～　②午後３時～

●加悦分室

８月23日（土）午後３時～

●野田川分室

＜本とあそぼう　全国訪問お話隊＞

９月20日（土）

午前10時30分～11時30分

400冊の絵本を載せた「キャラバン

カー見学＆おはなし会」を開催します。

昨年６月に知遊館で開催し大好評だっ

たお話隊が

今度は町中

央公民館へ

やってきま

す。
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６月の入札結果をお知らせします
総務課1 46-3003問

石室は「中高式天井」、近畿４例目の「銅鋺」も出土
教育推進課1 43-2193問

●
滝
谷
古
墳
群
に
つ
い
て

滝
谷
古
墳
群
は
、
明
石
川

の
上
流
を
の
ぞ
む
丘
陵
尾
根

南
斜
面
に
あ
り
ま
す
。
明
石

川
上
流
に
は
古
墳
時
代
後
期

の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
古
墳

二
十
五
基
が
八
群
に
分
か
れ

て
分
布
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
石
室
の
天
井
石
が

地
表
に
出
て
い
た
一
・
二
号

墳
か
ら
調
査
。
そ
の
後
、
地

下
に
埋
没
し
て
い
た
七
・
八

号
墳
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た

の
で
、
合
計
で
四
基
の
古
墳

の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

●
調
査
結
果

滝
谷
古
墳
群
は
八
基
の
古

墳
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に
、

今
回
調
査
し
た
一
・
二
・
七

号
墳
は
い
ず
れ
も
墳
丘
と
石

室
が
分
厚
い
砂
で
埋
も
れ
て

お
り
、
石
室
内
部
の
砂
の
堆

積
か
ら
、
平
安
時
代
以
降
に

大
量
の
砂
の
移
動
が
あ
っ
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

八
号
墳
を
除
い
た
三
基
は

い
ず
れ
も
横
穴
式
石
室
を
も

ち
、
特
に
一
号
墳
は
、
被
葬

者
を
納
め
た
玄
室
天
井
の
中

央
部
が
一
段
高
く
な
る
構
造

で
、「
中な

か

高た
か

式し
き

天
井
石
室
」
と

呼
ば
れ
る
類
例
の
少
な
い
石

室
で
す
。
同
様
の
石
室
は
鳥

取
市
を
中
心
と
す
る
地
域
に

三
十
二
基
、
与
謝
野
町
に
四

基
、
亀
岡
市
に
一
基
の
合
計

三
十
七
基
が
こ
れ
ま
で
に
知

ら
れ
て
お
り
、
鳥
取
市
付
近

と
与
謝
野
町
の
人
た
ち
の
間

で
何
ら
か
の
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
各
古
墳
を
取
り
巻

い
て
石
垣
状
の
列
石
が
あ
り
、

こ
れ
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

ま
た
一
号
墳
か
ら
は
近
畿
地

方
で
は
八
例
と
類
例
の
少
な

い
「
銅
鋺
」
と
よ
ば
れ
る
銅

製
の
小
さ
な
鋺
も
出
土
し
ま

し
た
（
上
写
真
）。

石
室
や
出
土
遺
物
な
ど
か

ら
、
古
墳
時
代
後
期
（
六
世

紀
末
か
ら
七
世
紀
中
頃
）
に
、

二
号
墳
、
一
号
墳
、
七
号
墳

の
順
に
造
ら
れ
た
と
み
ら
れ
、

特
に
一
号
墳
の
石
室
は
丹
後

で
も
十
指
に
入
る
規
模
の
石

室
で
、
与
謝
野
町
で
は
最
も

大
き
な
石
室
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

滝谷古墳群発掘調査結果

入札日 工事番号 工事 名 工事 概要 工事場所 業者数 落札業者名 予定価格 
（千円/税抜） 

最低制限価格 
（千円/税抜） 

落札金額 
（千円/税抜） 

落札率 
（％） 

工事期間 

6/10 20与教小工第1号 
与謝野町立市場小学校屋 
内運動場耐震補強工事 

耐震補強工･老 朽 改 
修工 

幾地 6者 ㈱清水工務店 54,030 45,925 45,925 85.0 
議会の議決日の翌日 
～H20/10/3 1 

6/10 20与教中工第1号 
与謝野町立江陽中学校屋 
内運動場耐震補強工事 

耐震補強工･老 朽 改 
修工 

四辻 5者 
㈱川見建設丹後 
支店 

63,010 53,558 53,558 85.0 
議会の議決日の翌日 
～H20/10/3 1 

6/10 20与教小工第2号 
与謝野町立石川小学校校 
舎耐震補強工事 

耐震補強工･老 朽 改 
修工 

石川 4者 安田建設㈱ 65,410 55,598 55,598 85.0 
議会の議決日の翌日 
～H20/9/30 

6/10 20与道橋新工第3号 沖田線側溝整備工事 自由勾配側溝工 男山 4者 足立石油㈱ 3,539 2,808 3,145 88.8 
H20/6/17 

～7/31 

6/10 20与公下第2号 岩滝地区面整備①工事 
開削工 ･ 人 孔設 置 ･ 公 
共汚水桝設置 

岩滝 4者 足立石油㈱ 3,302 2,593 2,940 89.0 
H20/6/17 

～8/8 

6/10 20与特下第2号 加悦奥地区面整備①工事 
開削工 ･ 人 孔 設置 ･ 公 
共汚水桝設置 

加悦奥 13者 ㈲野口建設 19,164 15,233 17,050 88.9 
H20/6/17 

～11/15 

6/10 20与特下第3号 温江地区面整備①工事 
開削工 ･ 人 孔 設置 ･ 公 
共汚水桝設置 

温江 13者 ㈱谷口建設 23,438 18,674 20,850 88.9 
H20/6/20 

～11/28 

6/10 19与農集排第1号 
温江地区管路施 設 （その 
１ ） 工事 

開削工 ･ 人 孔 設置 ･ 公 
共汚水桝設置 

温江 13者 ㈱丸正組 21,000 16,767 18,650 88.8 
H20/6/18 

～9/26 

6/10 19与農集排第2号 
温江地区管路施 設 （その 
2 ） 工事 

開削工 ･ 推 進工 ･ 人 孔 
設置･公共汚水桝設 置 

温江 13者 ㈲野口建設 21,450 17,039 19,090 89.0 
H20/6/17 

～/9/26 

6/10 19与農集排第3号 
温江地区管路施 設 （その 
3 ） 工事 

開削工 ･ 推 進 工･ 人 孔 
設置･公共汚水桝設 置 

温江 13者 ㈱丸正組 18,220 14,517 16,120 88.4 
H20/6/18 

～/9/26 

6/10 20与消施設工第4号 
有蓋40 m ３ 級防火水槽新 
設工 事 （金屋地区） 

耐震性防火水槽設置 金屋 13者 
㈱山添電気岩滝 
支店 

7,893 6,679 7,090 89.8 
H20/6/17 

～11/28 

6/10 20与消施設工第2号 
有蓋40 m ３ 級防火水槽新 
設工 事 （下山田地区） 

耐震性防火水槽設置 下山田 13者 8,442 7,089 7,510 88.9 
H20/6/16 

～11/28 

6/10 20与消施設工第1号 
有蓋40 m ３ 級防火水槽新 
設工 事 （男山地区） 

耐震性防火水槽設置 男山 13者 ㈱タナカ工務店 8,755 7,372 7,850 89.6 
H20/6/20 

～11/28 

6/10 20与消施設工第3号 
有蓋40 m ３ 級防火水槽新 
設工 事 （明石地区） 

耐震性防火水槽設置 明石 13者 
カヤマ建設工業 
㈱ 

8,779 7,393 7,900 89.9 
H20/6/20 

～11/28 

6/27 20与教幼工第1号 
岩滝幼稚園屋根防水改修 
その他工事 

屋根防水改修工 岩滝 7者 太田工務店 6,665 5,665 5,665 85.0 
H20/7/2 

～8/26 

6/27 20与教小工第3号 
山田小学校グラウンド排 
水改修工事 

グラウンド排水 改 修 
工 

下山田 4者 江笠建材㈱ 3,333 2,705 2,850 85.5 
H20/7/9 

～8/30 

6/27 20与道橋新工第5号 大道公園線側溝整備工事 自由勾配側溝工 三河内 4者 橘建築 1,732 1,379 1,550 89.4 
H20/7/9 

～9/30 

6/27 20与特下第6号 下山田地区面整備①工事 
開削工 ･ 人 孔設 置 ･ 公 
共汚水桝設置･その 他 

下山田 4者 安東組 2,533 1,997 2,254 88.9 
H20/7/5 

～8/15 

6/27 20与特下第7号 下山田地区面整備②工事 
開削工 ･ 人 孔設 置 ･ 公 
共汚水桝設置･その 他 

下山田 4者 橘建築 5,474 4,304 4,900 89.5 
H20/7/9 

～9/30 

6/27 20与特下第8号 上山田地区面整備③工事 
開削工 ･ 人 孔設 置 ･ 公 
共汚水桝設置･その 他 

上山田 10者 石本建設㈱ 30,774 24,597 24,597 79.9 
H20/7/3 

～12/25 

6/27 20与上第2号 
岩滝海岸線配水管布設工 
事 

配水管布設工 男山 8者 
㈱山添電気岩滝 
支店 

11,424 9,616 9,616 84.1 
H20/7/8 

～9/29 

6/27 19与農集排第4号 
温江地区管路施 設 （その 
4 ） 工事 

開削工 ･ 人 孔設 置 ･ 公 
共汚水桝設置 

温江 13者 ㈲石田建設 17,970 14,343 16,000 89.0 
H20/7/4 

～9/29 

6/27 19与農集排第5号 
温江地区管路施 設 （その 
5 ） 工事 

開削工 ･ 人 孔設 置 ･ 公 
共汚水桝設置 

温江 13者 安田産業㈱ 21,010 16,796 18,200 86.6 
H20/7/9 

～9/29 

6/27 19与農集排第6号 
温江地区管路施 設 （その 
6 ） 工事 

開削工 ･ 人 孔設 置 ･ 公 
共汚水桝設置 

温江 13者 ㈱山田電気商会 18,910 15,086 16,943 89.6 
H20/7/1 

～9/29 

6/27 20与公下第3号 
下水道関連舗装本復旧① 
工事 

切削オ ー バレイ工 ･ 
打替工 

男山 4者 金下建設㈱ 13,780 10,977 10,977 79.6 
H20/7/7 

～9/5 

6/27 20与特下第4号 
下水道関連舗装本復旧② 
工事 

切削オ ー バレ イ 工 ･ 
打替工 

明石 
温江 

4者 西田工業㈱ 14,072 11,206 11,206 79.6 
H20/7/9 

～9/5 

6/27 20与特下第5号 
下水道関連舗装本復旧③ 
工事 

切削オ ー バレ イ 工 ･ 
打替工 

下山田･ 
岩 屋 ･幾 地 

4者 ㈱田中工務店 19,718 15,807 15,807 80.1 
H20/7/8 

～9/17 

6/27 20与福工第1号 
岩滝保育所空調設備改修 
工事 

空調設備改修工 岩滝 4者 山崎電気㈱ 5,670 4,819 5,372 94.7 
H20/7/1 

～8/8 

6/27 20与道橋新委第4号 
町道明石香河線法面詳細 
設計業務委託 

平面測 量 ･ 路 線測 量 ･ 
排水路設計･その他 

明石 10者 
㈱ソ ー ゴ ーギケ 
ン 

2,358 ― 2,000 84.8 
H20/7/1 

～8/15 

6/27 20与農委第3号 ゾブ川測量･設計業務委託 
平面測 量 ･ 路線 測 量 ･ 
排水路設計･その他 

明石 
三河内 

10者 
㈱ソ ー ゴ ーギケ 
ン 

13,520 ― 11,600 85.8 
H20/7/8 
～H21/3/25 

男性の子育てへの参加は、男女共同参

画社会を実現するための第一歩です。

「男は仕事・女は家庭」など、固定的役割分

担にとらわれないで、夫婦が互いに尊重し、協力

して家庭を築いていくことが求められています。

子どもの情緒や教育面、人間関係、社会性にお

いて、父親が果たす役割はとても大きいと言われ

ています。「男性の子育て」は、幼児期や小学生

の時代だけでなく、自我が目覚めてくる中学生・

高校生（思春期）の時期以降も当然必要となるも

のです。また、父親が子育てにかかわ

ることが少なく、母親が一人で子育て

の負担に悩んでいるケースが増え、子

どもを虐待してしまう「子育ての歪み」

も出てきています。

このようなことから、男性の子育て

への参加は、子どもの成長や母親にと

ってプラスになることはもちろんです

が、「育児」は「育自」と言われ、育児

をすることにより一番得をするのは実は

自分であると多くの体験者は語っていま

す。つまり、育児への参加は、人生にかけがえのな

いものを与え、人間的に成長させてくれるのです。

「育児休業」は、女性だけでなく男性も取得で

きますが、現実には「仕事が忙しい」「職場が取

れる雰囲気ではない」「収入が減る」「妻が専業主

婦」などを理由に男性の取得は進んでいません。

しかし、その背景に「育児は女性（母親）の仕事」

という社会通念があるとしたらどうで

しょう。

夫婦が互いに尊重し、協力して家庭

を築いていくことはもとより、男性が

家庭生活などへ参画することに対する

偏見をなくし、男性中心の企業体質や

社会のしくみを変えていくことが求め

られています。

男
性
の
子
育
て

シリーズ

男 女 共 同 参画
第５回

町
道
明
石
香
河
線
の
改
良
工
事
に
先
立
ち
、
四
月
か
ら
実
施
し

て
い
た
滝
谷
古
墳
群
の
発
掘
調
査
が
こ
の
ほ
ど
終
了
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
調
査
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

中高式天井石室が確認され、銅鋺が出土
した滝谷１号墳（7月6日・現地説明会）

●周辺に所在する主要な古墳・横穴式石室墳

１.滝谷古墳群　２.和田山１号墳　３.穂ヶ谷

古墳 ４.ズンベ谷古墳　５.ズンベ谷東古墳

６.河ノ辺古墳 ７.広川古墳群　８.杉谷古墳

９.小峠古墳群　10.アサ古墳　 11.中上司古

墳



お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み（

敬
称
略
）

こ
の
欄
で
紹
介
す
る
出
生
と
お
悔

や
み
は
、
６
月
16
日
か
ら
７
月
15

日
ま
で
の
届
け
出
分
で
す
。
役
場

窓
口
で
届
出
の
際
に
希
望
さ
れ
た

方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています
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丹後の夏はゆかたで決まり！
商工観光課1 46-3269問

与謝野町役場

146-3001（代表）

岩滝地域振興課

146-3002
総務課

146-3003
総務課（消防安全係）

146-3004
企画財政課

146-3084
企画財政課（情報システム係）

146-3085
建設課

146-3267
商工観光課

146-3269
会計室

146-3007

野田川庁舎

144-2081（代表）

野田川地域振興課

144-2082
住民環境課

144-2083 
税務課

144-2084 
水道課

144-2085 
下水道課

144-2086

加悦庁舎

143-1511（代表）

加悦地域振興課

143-1512
福祉課

143-1513
保健課

143-1514
農林課

143-2191
議会事務局

143-0215
教育委員会 教育総務課

143-2192
教育委員会 教育推進課

143-2193

●
ゆ
か
た
を
楽
し
む
日
･
月
間

を
Ｐ
Ｒ

丹
後
地
域
の
行
政
機
関
、
商

工
団
体
、
観
光
団
体
、
金
融
機

関
、
織
物
団
体
等
で
組
織
す
る

「
丹
後
き
も
の
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
で
は
、

丹
後
織
物
産
地
に
暮
ら
す
わ
た

し
た
ち
が
、き
も
の
を
楽
し
み
、

そ
の
良
さ
を
発
信
し
な
が
ら
産

地
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、

「
ゆ
か
た
を
楽
し
む
日
・
月
間
」

を
定
め
、
地
域
一
体
で
取
り
組

み
を
行
っ
て
ま
す
。

七
月
十
五
日
に
は
、
ゆ
か
た

を
楽
し
む
月
間
の
開
始
に
向
け

て
、
丹
後
き
も
の
ク
イ
ー
ン
が

役
場
各
庁
舎
を
は
じ
め
、
与
謝

野
町
商
工
会
、
与
謝
野
町
観
光

協
会
、
加
悦
谷
高
校
な
ど
で
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

ゆ
か
た
を
楽
し
む
月
間
は
、

七
月
十
八
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
で
す
。
夏
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
は
ゆ
か
た
や
着
物
で
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
「
丹
後
き
も
の
ク
イ
ー
ン
」

を
募
集
し
ま
す

■
募
集
人
数

三
人

■
任
期

平
成
二
十
年
十
月
〜

平
成
二
十
一
年
九
月

■
応
募
方
法

八
月
十
五
日

（
金
）
ま
で
に
、
応
募
先
へ
申

込
書
と
写
真
を
郵
送
ま
た
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

丹
後
き
も
の
Ｎ
Ｅ

Ｔ
「
き
も
の
ク
イ
ー
ン
募
集
」

事
務
局
（
財
団
法
人

京
都
産

業
21

北
部
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

〒
六
二
七
‐
〇
〇
一
一
　
京
丹

後
市
峰
山
町
丹
波
一
三
九
‐
一

1
０
７
７
２（
６
９
）３
６
７
５ 丹後きものクイーン（左）が役場でＰＲ

松本正徳さん 足立英子さん

江山文庫俳句大賞作品募集
江山文庫1 43-2180問

現
代
俳
句
協
会
会
長
の
宇う

多だ

喜き

代よ

子こ

さ
ん
を
選
者

に
迎
え
、
与
謝
蕪
村
ら
古
の
文
人
が
愛
し
た
ち
り

め
ん
の
里
、
与
謝
野
町
か
ら
全
国
に
向
け
て
、

「
第
十
三
回
江
山
文
庫
俳
句
大
賞
」
の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

平成20年６月末現在

人　口 25,197人 （－42）

男 11,880人 （－23）

女 13,317人 （－19）

世帯数 9,010戸 （＋02）

まちのうごき

■
募
集
作
品

次
の
テ
ー
マ
の
未
発
表
作
品
三
句

一
組
（
一
人
一
組
に
限
り
ま
す
）

▽
「
き
も
の
」（
和
の
着
物
全
般
）

一
句

▽
与
謝
野
町
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
一
句

▽
自
由
題
　
一
句

■
応
募
方
法

郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
江
山
文
庫
へ
の
持
参
も
可
。（
俳
句

大
賞
応
募
サ
イ
トh

ttp
://w
w
w
.k
y
t-n
et.n
e.jp
/

k
oza
n
/h
a
ik
u
p
rize2

0
.h
tm
l

）

■
投
句
料

千
円
（
郵
送
の
場
合
は
定
額
小
為
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

■
申
込
締
切

九
月
十
日
（
水
）
当
日
消
印
有
効

■
主
催

与
謝
野
町
俳
句
文
化
振
興
委
員
会

新・人権擁護委員が決まりました
住民環境課1 44-2083問

平
成
二
十
年
七
月
一
日
付
で
、

足あ

立だ
ち

英え
い

子こ

さ
ん
（
上
山
田
）
と

松ま
つ

本も
と

正ま
さ

徳の
り

さ
ん
（
石
川
）
が
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。人

権
擁
護
委
員
と
は
、
地
域

で
人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵

害
が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、

人
権
を
擁
護
し
て
い
く
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
三

年
で
、
現
在
与
謝
野
町
で
は
、

十
一
人
（
加
悦
地
域
四
人
、
野

田
川
地
域
四
人
、
岩
滝
地
域
三

人
）
の
委
員
の
方
が
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

五
月
の
憲
法
週
間
と
十
二
月

の
人
権
週
間
に
は
、
各
庁
舎
で

特
設
人
権
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
京
都
地
方
法
務

局
宮
津
支
局
（
1
（
２
２
）２
５

６
１
）
で
は
毎
月
二
回
、
人
権

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
、

悩
ん
で
い
る
人
は
お
気
軽
に
人

権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

教職員の不祥事についてのお詫び

このたび町立学校の教員が、未成年女性に対する性的暴行傷害の容疑で逮捕・起訴

されましたことにより、町民の皆様の学校・園教育に対する信頼と期待を損なう事態

を招き、多大な御迷惑をおかけすることとなり、誠に申し訳なく思っております。

また、被害者の方に対しまして衷心よりお詫び申し上げますとともに、こうした行

為は人としてはもとより、とりわけ教育に携わる者としてあってはならないことであ

り、服務監督の立場にある者として強く責任を感じ、心よりお詫び申し上げます。

今後、こうした事態が二度と起こらぬよう、教育公務員としての責務への自覚を高

める指導の徹底を図り、教職員ともども学校・園教育の信頼回復に努めてまいりたい

と存じます。

平成20年８月８日

与謝野町教育委員会　教育長　垣中　均

皆さんの善意
ありがとうございました

ご寄付をいただきました皆さんには、心より

お礼申し上げます。いただきましたご寄付は、

目的に沿って役立たせていただきます。

広報誌では、寄付いただいた方々の中で公表

に同意をいただいた方を紹介します。（順不

同・平成20年4月以降受付分）

■ふるさと納税

西村裕さん（東京都）20万円

寺井豊さん（京都市）5千円

■知遊館へ

糸井洋一さん（大阪市）シルクスクリーン絵画3点

■図書館へ

三田司さん（男山）図書購入費として金10万円

知遊館8/30（土）あじさいホール
＜午前＞09:30開場（10:00上映開始）

＜午後＞13:30開場（14:00上映開始）

知遊館1 46-2451問

人権擁護活動シンボルマーク

入場
無料


